
『 地域共生社会の実現に向けた取組について 』
～社会福祉法人 南高愛隣会の取組～

社会福祉法人 南高愛隣会
松村 真美
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設立：1977（昭和52）年10月28日（設立42年目）

テーマ：「生きる誇りへの、挑戦」

理事長： 田島光浩

事業数： 68事業

支援対象者数 ： 897名

職員数 ： 608名

佐世保地区
4事業所

雲仙地区
21事業所 島原地区

4事業所

諫早地区
16事業所

長崎地区
3事業所

（平成３1年４月時点）

1．法 人 概 要
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生 活 支 援
さまざまな住宅やサービスで、「ふ
つうの場所での愛する人との暮ら
し」を実現します。

日 中 支 援
障がいや個性に合せてその人が一番
輝ける活動場所とサービスメニュー
を提供します。

相 談 支 援
仕事や生活に関する色々な悩みや相
談を受け付け関係機関と共に解決し
ます。

医 療 支 援
医療的側面から「医療」と「福祉」
の連携による支援を行います。

居 宅 介 護
住み慣れた地域で暮らし続けるため
のお手伝いをします。

罪を犯した障がい者・
高 齢 者 へ の 支 援
罪を犯した障がい者・高齢者が地域で
暮らしていけるためのお手伝いをします。

○事業数：68事業（諫早・長崎・佐世保・雲仙・島原）
○支援対象者数：897名

サービスメニュー
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昭和53年開所
入所授産施設 雲仙愛隣牧場

▽夜勤型ＧＨ「高来の家・つどい」（県央東）

2007年（平成19年）地域へ完全移行
（入所授産施設・入所更生施設閉園）

愛する人との暮らし

重度の方のGH



宿直型ホーム

夜勤型ホーム子育て

朝・夜支援型
ホーム

マンション
（1人×3）

県下
130
棟

5

「くらす」を支える グループホーム



瑞宝太鼓

コロニーエンタープライズ

A型平均給与：123,000円！！

社員旅行あり！

味彩花・ブルースカイ

伝統技術と特産品を支える
「島原手延べ素麺」

一流の宅食事業所を目指して

音楽と生きる
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「はたらく」を支える 就労継続支援A型・B型



アール・ブリュット・・・「生（き）のままの芸術」

7

「豊かさ」の追求 アール・ブリュット



幸せを実感できるようなサービスの提供を

ふつうの場所で、「愛する人」と

8

「愛する人」との暮らしを 結婚推進室「ぶ～け」



２.罪に問われた障がい者への支援について



1977 南高愛隣会設立

1986 障害基礎年金制度の創設

1987 障害者雇用促進法改正

1989 知的障がい者グループホーム

制度化

2000 社会福祉基礎構造改革

2006 障害者自立支援法施行

2009 地域生活定着促進事業制度化

重度障害者特別能力開発訓練事業（1983-86）

知的障がい者の福祉工場のモデル的実践

少人数で小舎で暮らす「自立訓練事業」のモデ
ル的実践（1979-）

入所施設の閉園と地域への完全移行
日中活動と生活（暮らし）の分離
就労支援の抜本的強化

厚生労働科学研究「罪を犯した障がい者の地域生
活支援に関する研究」（2006-2008）
厚生労働科学研究「触法・被疑者となった高齢・障
害者への支援の研究」（2009-2011）

◆南高愛隣会の取り組み◆

障がいのある方の
願い・想い

モデル的実践
調査研究

社会への働きかけ

法律・制度へ

「仕組み」をつくる

未整備の制度は、モデル的実践を通して制度化へ

10



罪に問われた障がい者への支援

罪に問われた障がい者・高齢者が地域で暮らしていけるために
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「○○したい！」を取り戻す

「生きなおす」を
サポート

更生保護事業（更生保護事業法）

犯罪をした人や非行のある少年が、再び罪を犯すことなく社
会で生きていくことができるように一時的に受け入れ、住居、
食事、就職相談等、社会で「生きなおす」ために必要なサ
ポートを行います。

支援内容：生活基盤（住む場所・食事等）の提供／生活相談／就労相談／福祉・医療への架け橋

罪を犯さず生きてゆく
ために
リ・エントリーワーク事業

罪に問われた障がい者を、刑務所等の矯正施設で更生は
かるのではなく、福祉事業所で受け入れ、障がい特性に合
わせて「罪を犯さず生きてゆくために」必要なサポートを行い
ます。

日中支援内容：「働く」に向けた日中活動／犯罪防止学習／個別面談・SST／裁判傍聴・刑務所参観
生活支援内容：料理・掃除などの生活能力／仲間との生活／疑似家族体験／特技を伸ばし自信回復

→ 集団生活を通じて「一人ではできないこと」「誰かに頼ること」を実感する



社
会
復
帰

警
察

裁
判

検
察

刑
務
所

事件
発生！

微罪処分 起訴猶予

略式手続

執行猶予 仮釈放

3日 10日+10日

12

なぜそんなことになるのか



社
会
復
帰

刑務所

刑務所に行かないために必要なもの

警察 検察 裁判

支えてくれる
人がいる

反省・謝罪
を表す事が

出来る
仕事がある住むところが

ある
13
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罪を犯した高齢・障がい者の実態

総数

33,032人

IQ79以下は
15,064人（45.6％）

IQ49以下 1,349人
テスト不能 1,765人

IQ80以上
16,203人

IQ70～79 7,501人

IQ50～59 1,974人

IQ60～69 4,240人

2006年 新受刑者の知能指数

「矯正統計年報 2006年版」

IQ69以下は
7,563人（22.9％）
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矯正施設に収容されている
知的障がい者の実態調査（2006年度）

• 2006年10月31日の時点で、
全国15庁の矯正施設に収容
されている受刑者27,024名を
対象にしたサンプル調査

「刑事施設、少年院における知的障害者の実態調査について 平成18年 法務省特別調査」

受刑者27,024名のうち410名が知的障がい者、
又はそれを疑われる者（処遇困難者）1.5%

うち療育手帳所持者26名 （6.3％）
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支援の枠組み

福祉的支援

更生保護施設

福祉的支援

矯正施設
裁
判

検
察

警
察

更生保護法

障害者総合支援法

法務省

厚生労働省

社
会
復
帰

地域生活定着支援センター
厚生労働省【地域生活定着支援

事業】
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福祉サービスの提供で
「負のスパイラル」を断ち切る

更生保護施設
雲仙・虹

グループホーム
さつき

B型事業所
ハローフレンズ

A型事業所
コロニーエンタープライズ

B型事業所
あいりん

生活介護事業所
わくわく

日中

生活



３.再犯防止推進法について
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『地域再犯防止推進モデル事業の概要』 法務省資料

■再犯防止推進法や国の再犯防止推進計画に基づき、国・地

方公共団体が連携した効果的な再犯防止対策を講じること

が求められるが、モデルとなる事例はない。

■国・地方公共団体の協働による地域における効果的な再犯

防止対策の在り方について調査するため、一部の地方公共

団体において、①地域の実態調査と支援策の策定、②モデ

ル事業の実施、③事業の効果検証・地域再犯防止推進計画

の充実といった一連の取組を「地域再犯防止推進モデル事

業」として実施。



22

『地域再犯防止推進モデル事業の概要』 法務省資料

長崎県で実施するテーマ
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「地域再犯防止推進モデル事業」３ヵ年後の『官民協働ネットワーク図（長崎版）』 H.30.7.10版：長崎定着作成

県相談支援
専門員協会

県地域包括・在宅介護

支援センター協議会

県居住支援
協議会

県精神保健
福祉センター

保護観察所

障がい 高 齢 薬 物住まい

地域再犯防止推進モデル事業

県警・警察署 地 検 県弁護士会 保護観察所 親族等

相 相

市）自立支援協議会

市）相談支援事業所

包 包

市）地域ケア会議

市）包括支援センター

宅建協会・全住連 etc

更生保護

県 県社協

市
住宅確保要
配慮者に対
する住宅情
報の提供等

【障がい福祉】30年度新たに創設
「自立生活援助事業」居宅を巡回等

相
談
支
援
専

門
員
の
紹
介 保健所

ダルク 医療

連

携

連

携

連

携

住
宅
情
報

更生保護施設
自立準備ホーム

連

携

自立支援
協議会
包括ケア
会議

連

携

福祉機関・行政

法務少年支援センター
・能力性格調査 etc

矯 正

連 携

県福祉保健課
（モデル事業窓口）

周知啓発

宅 住

障 高

障 高

県）各 課

県→  市町）各 課

県
の
各
課

へ
周
知
！

周
知
啓
発
・

研
修
共
催
等

周

知



４．「愛する人」との暮らしを



「愛する人」との暮らしを 結婚推進室「ぶ～け」

幸せを実感できるようなサービスの提供を

ふつうの場所で、「愛する人」と～結婚推進室ぶ～けの取り組み～

25

「お付き合いをしたい、結婚したい」を支える



利用者アンケートより抜粋
（H19～H29 暮らしの希望の推移）

26

H29アンケート調査（423名）



ぶ～けの目的

「ふつうの場所で愛する人との暮らし」の実現

♥登録者同士の出会いのチャンスをつくる
♥交際のフォローアップ
♥愛する人との暮らしづくりの応援
♥子育てや家族生活に至っても、豊かな暮らしが

続くようサポート

27



ぶ～けの概要
平成１５年より発足（発足時は世話人２名）
テーマ「ふつうの場所で愛する人とのくらしを」
平成２６年より契約制になる

28

＜活動内容＞
■A会員
（恋活・婚活・自分磨き希望対象者

…会費1ヶ月2,500円）
★出会いの場の設定
・恋活パーティー・プチ恋活パーティーの開催
・スキルアップスクールの開催
★相談
・気になる人へのアプローチ相談
・お相手紹介・きっかけづくり
・デートコーディネート
・意思確認・交際アドバイス
・パートナー生活に向けてのアドバイスなど

■B会員
（結婚・子育て希望対象者

…会費1ヶ月１家族5,000円）
★相談
・パートナー生活に係る相談とアドバイス
・夫婦関係・妊娠・出産・育児の相談
・アドバイス
★情報交換・仲間作り
・井戸端会議会（女性同士・男性同士のお

しゃべり会）開催
・四ツ葉会（カップル交流会）

■C会員
（婚活パーティーの案内・情報提供希望者

…会費無料）
★恋活パーティーのお知らせ



支援実績について

会員数 １７４名

お付き合い中のカップル ２４組

結婚・パートナー生活 ２２世帯

子育て中の家族 ３世帯

相談件数（月平均） １００件
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平成31年4月1日現在 実績

女性 ６９名

男性 １０５名

登録者男女比率

相談中の様子

登録者年齢

23歳～70歳
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8
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区分１区分2区分3区分4区分5区分6非該当

区分

ぶ～け登録者の内訳
※総数174名

３０代～４０代が
55％

区分２、３が
約65％

平成31年4月1日現在

30



結婚推進室ぶ～け
（専任：２人 兼任１人）

GH A事業所

ぶ～け担当者
（生活支援員・世話人）

ぶ～け担当者
（生活支援員・世話人）

ぶ～け担当者
（生活支援員・世話人）

○4つの支援メニュー
・出会い・恋活（婚活）のサポート
・パートナー生活の応援
・子育てサポート
・自分磨き・スキルアップの開催

１．イベント企画・サポート
２．研修企画
３．活動まとめ・分析（還元）

側面的
サポート

ぶ～け支援スタッフ １３名

ぶ～けの組織構成

GH B事業所
GH C事業所

ぶ～け支援委員会
（若手職員：９名）

31



『スタッフ研修会の開催』

定期的に開催

支援で必要なスキルから
人権に関する様々な内容まで

効果的なイベント開催

・目的別・効果的なイベント企画
・評価測定し、さらなる質の高い
サービスの提供

『新たな発想を取り入れたイベント企画』

『ぶ～け調査・研究』

今までの実績のまとめ

ぶ～けの調査研究
今までの実績のまとめ作業

ぶ～け支援委員会の取り組み

32
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・地域力
・察知力
・子育て経験
・人生経験の豊富さ
・親御さんとの関わり
・母性

・専門的知識
・企画力
・PDCAする力
・見える化
・フレッシュな思考

ベテランの
世話人さん、
生活支援員さん

若手職員

利用者さんの幸せ

ぶ～けスタッフ ＆ ぶ～け支援委員会
(ベテラン職員) (若手職員)
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お付き合いの在り方
～ 本人の想いを大切に。自分で動く ～

登録者の想いに耳を傾け
自分自身でも考えてもらう

Aさんの事が好きなんです・・・

納得・同意

不満・不本意

支援者の考えを押し付け
るようなことはしない

登録者の想いを確認尊
重して、進め方を
一緒に考える

意思決定支援

では、これからどうしたいですか？

ぶ～け

登録者



『幸せづくり』の基本的な姿勢について

① 障がいの有無に関わらず、｢人を愛する｣ことを尊び見守っていく。

② 愛する人が出てきた場合、職員の個人的な価値観を押し付けない。
「本人の思いを大切にする」ことを基本に進めていく。

③ 本人の意見と親・家族と意見が違った場合は本人の意見を優先する。

④ 「愛する人との暮らし」には「結婚生活」と「パートナー生活」の２つ
がある。

⑤ 「命の尊厳」を厳守（本人達の思いに添い、個別に丁寧に支援していく）
「命を授かることは 大切である」

⑥ 同性愛についても非難や差別をせず、愛することの尊さを共に喜び
守っていく。

⑦ 子どもが「親を尊敬する姿勢」を大切にする
35



①自分磨き・スキルアップの開催 ②出会い・恋活（婚活）のサポート

④子育てサポート③夫婦・パートナー生活の応援

支援に関する４つの柱

36



自分磨きスキルアップ その１
月1回程度開催（Ａ会員・Ｂ会員）

日程 内容

5月 お肌のお手入れ

7月 身だしなみ講座

8月 携帯マナー講座

９月
お付き合いマナー ～デートについて～

お肌のお手入れ

10月 性支援教育 ～からだ探検隊（佐世保）～

11月
お肌のお手入れ

性支援教育～からだ探検隊（雲仙・島原）～

12月 性支援教育～からだ探検隊（長崎・諫早）～

37



自分磨きスキルアップその２～マナー～
＜７月 身だしなみ講座＞

外見を整えることで自信もアップ！

身だしなみが悪い絵を使用し、どこがおかしいか発表 身だしなみを整えるための道具を選ぶ 選んだ道具で絵の女性を素敵に変身

選んだ道具で絵の男性を素敵に変身 職員も教材になり素敵に変身させている場面

38



自分磨きスキルアップその３
＜11月 性支援教育～からだ探検隊～＞

プライベートゾーンや異性とのコミュニケーション、安心できる距離感を知ることで
恋活や普段の生活に活かせるように！

ウォーミングアップ プライベートゾーン
（みんなの場所・私の場所）

プライベートゾーン
（身体のプライベートゾーン）

学習を受けている参加者の様子

39



日程 内容

４月 ウェルカムパーティーinセンリュウ

５月 ラブボウリング

６月 ラブシネマinパルファン

７月 スキルアップ講座（身だしなみ）

８月 スキルアップ講座（携帯のマナー）

９月 スキルアップ講座

（お付き合いマナー・デートを学ぼう）

10月 ラブラブハロウィンi

１１月 ラブミステリーツアー

１２月 クリスマスパーティー

1月 新年会

２月 バレンタイン＆ホワイトデー

３月 ラブラブサンキューパーティー

40

✿合同恋活パーティー（月１回開催）

✿相談対応

出会い・恋活（婚活）のサポート



夫婦・パートナー生活の応援

41

※パートナー生活とは、籍を入れず
一緒に生活するカップルのこと

ぶ～けスタッフがホームを訪問

入籍祝い

夫婦で日帰り旅行
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子どもの状況（8名） 2018・１月現在

性別 年齢
障害
有無

障害名 福祉サービス利用
相談・連携先

0歳～6歳 7歳～15歳 16歳～20歳

平●●男 男 26 無 無 無 ＧＨ【母親） ＧＨ【母親）
ＧＨ・学校進路担当
母：ぶ～け子育支援

田●●子 女 26 無 無 無 ＧＨ【母親）
ＧＨ【母親）

生活支援ワーカー
（自主事業）

高校寄宿舎・週末ＧＨ
母子：ぶ～け子育支援・

相談支援事業所・
ハローワーク

加●●志 男 18 有
知的障害

B2
放課後等デイサービス

短期入所
ＧＨ・ぶ～け

市教育委員会・小中
学校特別支援学級

ＧＨ・ぶ～け

高校進路担当・相談事業・
自立生活援助事業・

ぶ～け退会、再利用予定

岩●●樹 男 12 有
知的障害
ADHD・B1

放課後等デイサービス
短期入所

児相・子ども支援課・保
育園・保健師・療育セン
ターDr,OT・相談支援

ＧＨ・ぶ～け

市教育委員会・ＧＨ・
小学校特別支援学級

ぶ～け

岩●●か 女 12 有
知的障害

B2
ファミリーホーム

乳児院・児童養護施設・
児相・ＧＨ・ぶ～け

ファミリーホーム
ＧＨ・・小学校特別支

援学級・ぶ～け

江●●春 女 11 無 無 無 ＧＨ・ぶ～け ＧＨ・ぶ～け退会

鹿●●生 男 9 有
知的障害
ADHD・B1

放課後等デイサービス
短期入所

相談支援・ＧＨ・ぶ～け・
児相・子ども支援課・保
育園・保健師・療育セン

ターDr,ST

ＧＨ・ぶ～け・小学校
特別支援学級・子ども

医療福祉センター

原●● 男 4 有
知的障害
の疑い

児童発達支援
ＧＨ・ぶ～け退会・
保健師・相談支援



子育て支援
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学校の先生と子育てについての話し合い

親子の生活やライフステージの変化により多くの

関係機関とのネットワークづくり・社会資源の活用

月１回：子育てディスカッション

子育て家族の交流会「おひさま会」の開催

おひさま会の様子

子育てディスカッションにて意見交換



法人設立理念

「障害があっても立派な人間に」
「生かされた人間ではなく自ら生きる人間に」
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法人ミッション‐私たちの使命‐

「生きる誇りへの、挑戦。」
法人ビジョン‐私たちの行き先‐

「人生は楽しい。」

法人バリュー

「人生にドキドキを」 「地域に元気を」
「時代に勇気を」
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